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小学生の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を高めるための実践活動が

教育学部 の学生 にもた らす発達的変化
-

わく わく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン クラ ブの実践を通 して -
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本研究は ､ わく わく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ブ ( 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力を高め る こ とを 目的 と し

た 教育実践 ボ ラ ン テ ィ ア) の 活動を 通 した
, 学生 ス タ ッ フ の 発達的変化を検討 した ｡ 研究 1 で は ､ あ る 学生 ス

タ ッ フ ( ス タ ッ フ A ) の 活動 後の 感想 を カ テ ゴ リ に 分類 し
､
各 カ テ ゴ リの 記述量 が 3 年 間 (8 つ に 区分 さ れ た

ク ラ ス) で ど の よう に 変化 した の か を 検討 し た｡ そ の 結果､ ｢ 子 ど もに 対す る素朴な 理 解｣ カ テ ゴ リ は､ 活動

期間が長くな る に つ れ 記述量 が減少 した
｡
ま た

､
｢ 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン 評価｣ や ｢ ス タ ッ フ の コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン 評価｣ カ テ ゴ リ に つ い て は ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力の 評価活動 で あ る P A ( P e rf o r m a n c e

A s s e s s m e n t) の 実施 以降の 活動 に お い て 記述量 が増加 し た ｡ 研究 2 で は ､ ス タ ッ フ A と他 の 学生 ス タ ッ フ

( 計 7 名) に ､ 活動 を通 して ① 子 どもを 見 る目 や子 どもに 対す る素朴 な理 解 に つ い て 変化 した こ と､ ②教育支

援者 と し て の 変 化や学習 した こ と､ ③ 自分自身 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 変化 や 学習 した こ と､ に つ い て 自由記

述 に て 回答を求め た ｡ そ の 結果､ 研 究 1 と 同様の 結果が得 られ た こ と に加 え､ P A に より学生 の 活動 を捉 え る

見方 が抽象的に な る と い う 効果 は 一 定 の 長期的な経験 を経 な い と得 ら れ な い こ と ､ 活動 を 行う こ と に よ っ て 学

生 自身 の 日常的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に も変化 が現 れ た こ と が 明ら か と な っ た ｡

キ
ー

ワ
ー

ド : コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン能力 を高め る 実践活動､ 学生 ス タ ッ フ ､ 子 どもの 理解､ 心 理 学を ベ

ー

ス に

し た活動 プ ロ グ ラ ム ､ P e rfわr m a n c e A s s e s s m e n t

問題 と目的

近年､ 子 どもの 対人関係能力や対社会関係能力の低

下に関す る様 々 な問題が指摘され て い る (e .g .
, 吉 田,

1 9 9 7) ｡ こ れ ら の 問題に対 し､ 教育現場で は柔軟な対

応が求め られ て お り､ 教員志望の 学生にも教育の 基礎

的な知識や技術だ けで はなく､ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能

力を始め とする様 々 な力を身に つ ける ことが期待され

て い る ｡ 文部科学省 (200 5) は ､ 今後の ある べ き教員

像の
一 つ と し て ｢ 総合的な人間力｣ を挙げ て おり､ 教

師 に は､ 子 どもたち の人格形成に 関わる者とし て ､ 豊

か な人間性や社会性､ 常識と教養､ 礼儀作法をはじめ

対人関係能力､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力など の人格的

資質を備えて いる こ とが求められ るとし て い る｡

一

方 で ､ 学校教育の 中で総合学習や テ ィ
ー ム テ ィ

ー

チ ン グな どの 教育活動が盛ん に な っ た こ と に伴 い ､ 学

生や地域の 人た ち に よる ボ ラ ンタ リ ー な学校教育支援

が急速に そ の ニ
ー ズを高めて い る ｡ 教育学部の学生に
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虞岡秀
一

･ 中西良文 ･ 秋山美和
･ 横矢祥代 ･ 伊藤由恵 ･ 東 由華 ･ 康岡雅子

と っ て こ の ような場は､ 自分自身を見 つ め､ 教員と し

て の適格性や教員志望の意思を確認 し､ 教職者に 向け

て の経験を積む絶好の機会と言えよう｡ つ ま り､ 地域

教育活動 へ の 貢献ととも に ､ 学生 自身の発達を促進さ

せるも の と して ､ 双方 に と っ て意義深い 活動が展開さ

れ て い る の で ある｡ と こ ろ で ､ 教育ボ ラ ン テ ィ ア に よ

る学校教育 へ の 貢献は､ 学校教育の補完
･ 支援だけ に

限らず､ 学校教育とは独立 した教育活動を展開する こ

と に よ っ て
､ 教師の 負担を増やす ことなく子 どもの発

達支援を無理 なく実現すると い う ことも考えられる｡

そ う した考え の もと､ 三重大学教育学部で教育心理

学を学ぶ大学院生
･ 大学生 を中心 とするボ ラ ン テ ィ ア

グ ル
ー プ は､ 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン能力 の育成

をねら いと した ｢ わくわく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ブ｣

と称す る活動を 20 0 4 年度か ら開始し､ 4 年目とな っ

た現在も継続 して い る ｡ こ の グ ル
ー プ は､ 三 重県 の

M 小学校区内の 4 - 6 年生 の子 どもを対象とし て ､ 心

理学を ベ
ー

ス と した小学生 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン能力

の育成のため の プ ロ グ ラ ム開発､ 実践および報告を行 っ

て きた (虞岡 ･ 中西 ･ 虞岡 ･ 後藤 ･ 横矢 ･ 矢神 ･ 福 臥

2 00 5 a ; 2 0 0 5 b ; 虞岡 ･ 中西 ･ 虞岡 ･ 横矢 ･ 福 田 ･ 秋

山 ･ 伊藤, 2 0 0 6 a) ｡

こ の 実践は､ 異学年の子 ども同士 が受容的な雰囲気

に包まれながら仮想的対人 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン場面を

体験す る中で ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力を高め て いく

ことを目的と して おり､ 大学生がボ ラ ン タリ
ー に 活動

を運営して い る｡ 大学 の カリキ ュ ラ ム や講義とは独立

し て い るが､ 大学 で学習 した教育心理学の知識を生か

しながら､ 実際に子 どもを観察し､ 彼 ら に獲得させた

い力や そ れを獲得させるため の方法を自由な発想で探

り出し､ そ れ らが反映されるよう に ､ プ ロ グ ラ ム の企

画から準備 ･ 実践を行 っ て い る の で ある｡ 具体的に言

うと､ 自他 の経験する感情やそ の表現に 注目したり､

社会的クリ テ ィ カ ル シ ン キ ン グ ( 虞岡 ･ 小川 ･ 元吉,

2 0 0 0 ; 康岡
･ 元吉 ･ 小川 ･ 斎藤, 2 0 0 1 な ど) や社会

的ス キ ル を獲得したりす る こ と に つ ながるグ ル
ー プ活

動を行 っ て い る｡ そ の た め､ こ の活動からは､ 大学教

育とは質の異なる教育効果が得られると期待される｡

例 えば､ 取り組み へ の 自主性､ 自 己 の役割意識の芽生

え
､ 自己の言動に対す る責任感､ 課題を解決しようと

す る志向性､ 繰り返し課題に取り組む忍耐力な どが挙

げられ よう ｡

さ ら に
､ 活動現場で観察した子どもの反応や発達の

様子を大学の講義やゼ ミ で学習した心理学的な理論と

関連づ けて 学習す る こ とが で きるため､ 体制化された

知識の獲得に つ ながると考えられ る｡ ま た､ ス タ ッ フ

の想定と異なる反応が子どもから得られる場合やプ ロ

グ ラ ム の ね ら いが うまく子どもに伝わらな い など の間

題が生 じる場合があるが､ そ の 際に は､ そ の 問題に つ

い て 多面的に考察し､ 次 へ の 活動 へ 反映さ せ る必要が

生じる｡ こ の よ うな ｢現実場面で の学習｣ に よ っ て ､

学生 ス タ ッ フ は さら に深 い知識を ｢使える知識｣ とし

て獲得すると考えられる｡ しか し､ 大学教育に お い て ､

こ の よ うな学習を経験す る機会は少ない ｡

さ て
､ 教育現場に携わ っ た学生の変化に注目した研

究は これま で多くなされ て き て い るが､ そ れ らは主に

教育実習な どを対象とし て行われ て き て い る ( 吉田
･

佐藤, 1 9 9 1 ; 藤 田, 1 9 9 9 ; 藤 田, 2 0 0 0 ; 藤 田, 2 0 0 4) ｡

例 え ば､ 教育実習を経験した大学生 は､ 子 ども の創造

性 ･ 積極性を高く評価す るな ど子 ども観がポジ テ ィ ブ

に なる ことや､ 子 どもとし っ か りと関わるため に コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン ス キ ル の必要性に言及した記述が多くな

る ことなどが明らか にされて きた (吉田 ･ 佐藤, 1 9 9 1 ;

藤 田 ,
1 9 9 9) ｡ し か し､ 教育実習に お い て学生が教育

現場に 関わる期間は､ 数週間から数 ヶ月程度と短く､

学生 の変化を 1 年を超え て追跡すると い う研究は数少

ない ｡

一

方､ わくわく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンク ラ ブ の活動は

4 年目を迎え ､ 学生の ほ とん どは活動の経験年数が 1

年から 2 年以上 とな っ て い る｡ 長期的に教育活動に関

わる ことは､ 教育 に つ い て思考する時間や子ども の変

化に つ い て観察す る機会を絶対的に増やす こ と に つ な

がる｡ こ の子 どもと関わる期間の違い は､ 学生 の子 ど

も に対す る見方や教育的支援に対する考え方に も反映

されると考えられる｡ こ の よ う に ､ 活動期間が長くな

る ほ ど､ 学生 の発達的変化が質的に も異なる こ とが予

想されるため､ そ れ が具体的に どの ようなもの で ある

のか に つ い て は詳細に検討する必要があると言えよう｡

ま た
､ 本活動で実施されるプ ロ グ ラ ム は､ コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン能力を育成す るため に心理学的観点か ら体

系的に構成されたもの で ある｡ こ の よ う に活動で扱う

内容に つ い て も教育実習とは大きく異なる こ とか ら､

学生 の学 ぶ もの も異なる こ とが予想され る｡

活動 の運営に 関し て は､ 学年や経験年数の異な っ た

ス タ ッ フ が共同で行 っ て い る｡ こ れ は､ 授業 の準備を

ほ とん ど1 人 で行う教育実習とは異なる特徴が ある｡

近年 の学校教育場面で テ ィ ー ム テ ィ
ー チ ン グが取り入

れ られ て い る事例が増え て い る こ とを考えると､ 活動

実施者同士 で共同す る ス キ ル が獲得で きるか に つ い て

も検討す る必要があるだろう｡

そ こ で
､ 本研究で は 2 00 4 年度から 20 0 6 年度ま で活

動に参加した学生の変化を､ 各回の活動後の 感想を分

析す る こ と に よ っ て ､ 詳細 に 明らか にす る｡ さ ら に ､

学生が自分自身の変化や成長をど の よう に認知して い

るか と いう観点か らも､ 学生 の変化を検討する ｡
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小学生の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力を高めるため の 実践活動が教育学部の 学生 に もたらす発達的変化

わくわく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラブの 概要

1) ス タ ッ フ 教育学部学生 ･ 大学院生お よび大学教

員､ O B ､ O G な どで構成された ｡ 毎ク ラ ス 1 0
- 1 5 名

が参加した｡ わくわく コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンク ラ ブに は､

常時 10 人前後の 中心的な ス タ ッ フ が在籍し て い たが､

年度が移る度に ､ そ の 中心的な ス タ ッ フ は入れ替わ っ

て い っ た ｡ 学生が活動に 参加する経緯に つ い て は ､
ま

ず､ 現有 スタ ッ フ が､ 教育心理学を学習して い る学生､

特 に 1 ､ 2 年生 に 対し て活動内容に つ い て 紹介し､ 興

味を持 っ た学生が活動を見学した り ミ
ー

テ ィ ン グに 参

加したりする こと に よ っ て 随時ス タ ッ フ に 加わ っ て い

く｡ そ の 学生の 中に 活動に 継続的に 参加するも の が現

れ､ 徐 々 に中心 スタ ッ フ とな っ て いく ことが多か っ た｡

2) 参加児童 本活動は三重県津市内の 1 つ の 小学校

の 教室を借りて行われ､ 参加児童はそ の小学校に 在籍

する 4 年生か ら 6 年生 の 20 - 2 5 名で あ っ た｡ 参加児

童は
､
小学校で 行われた季節ごと の 募集に応募 したも

の で あ っ た｡ こ の 中に は､ 繰 り返 し参加して い る児童

も半数以上い た｡

3) 活動実施日 活動は月 2 回土 曜日 の 10 時 - 1 2 時

に 行われ た｡ 1 年間を 3 つ の ク ラ ス に分け ､
4 月 - 7

月 を春ク ラ ス ､
9 月 - 1 2 月 を秋ク ラ ス ､

1 月 - 3 月 を

冬ク ラ ス と した｡

4) 活動内容 毎ク ラ ス 1 回の 活動に お い て ､ 1 つ の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の テ
ー

マ を扱 っ た｡

プ ロ グ ラ ム の構成は､ ウ ォ
ー

ミ ン グア ッ プ - わくわ

く ト ライ (自宅等で行う強制で はな い 宿題) の確認 -

エ ク ササイズ - シ ェ ア リ ン グとまとめ - 活動内容や学

習 の ふり返りで あ っ た ( 康岡ら ,
2 0 0 5 a ; 2 0 0 5 b ; 磨

岡ら ,
2 0 0 6 a) ｡

5) ス タ ッ フ の活動 ス タ ッ フ の 活動の主なもの と し

て は ､ 活動 の準備
･ 実施 ･ ウ ェ ブ上 で の実践検討があ

る｡

ま ず
､ 各回の活動プ ロ グ ラ ム は､ 2 名 の ス タ ッ フ が

企画 ･ 立案を担当し､ 毎週行われる ミ
ー

テ ィ ン グ に お

い て
､
ス タ ッ フ全員で検討 ･ 改良を行い 決定される｡

こ の 2 名の ス タ ッ フ ( 以下､ 授業者と呼ぶ) が土 曜日

の 活動の 際に全体の進行を行う｡ さ ら に ､ グル
ー プ 活

動を行うため に ､ 各グ ル
ー プ に ス タ ッ フ 2 名ず つ が つ

き ( こ れ を グル
ー プ ス タ ッ フ と呼ぶ) ､ グル

ー プ活動

の進行役や子どもの 活動の援助､ わくわく ト ライな ど

の チ ェ ッ ク を行う｡ そ の他 の ス タ ッ フ は､ 全体把握や

個別的な関わり､ 授業者や グル ー プ ス タ ッ フ の援助 ､

カ メ ラ や ビ デオ に よる活動の 記録な どを行う｡ そ して

活動後に は､ ス タ ッ フ 全員が活動を通 して考えた こと

や疑問に思 っ た こ とな どを感想と して ウ ェ ブ上 に報告

する｡

な お
､
こ れ ら の 活動の 他に

､
参加児童募集に 関して

募集チ ラ シ を作成した り､ 保護者対象の説明会を行 っ

た り
､
ビ デ オ記録を用い て コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 能力の

評価を行 っ た り ( 次節参照) ､ 実践 の場とな っ て い る

学校で の イ ベ ン トに 出店したり ､ 大学内で 実践の 紹介

を行 っ たりして い る｡

6) 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力の 測定

わくわく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ブ で は､ 活動を通

して 子どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 の どの ような側

面が どの 程度成長した の かを多様な方法を用い て 捉え

よう と試み て きた ｡ そ の 1 つ の 方法と して ､ 2 0 0 5 年

度 の秋か ら パ フ ォ ー マ ン ス ア セ ス メ ン ト ( P e r fわr m a n c e

A s s e s s m e n t ; 以下 ､
P A) と い う考え方を取り入れた

評価を行 っ て い る ( 虞岡ら, 2 0 0 6 b ; 2 0 0 7) ｡ こ の P A

に よる評価は､ 現在ま で改良を加えながら継続的に行 っ

て い る｡ 評価方法は ､ 社会的ス キ ル の観点から評価規

準 ( R u b ri c) を 作成 し､ プ ロ グ ラ ム ( T a s k) が 記録

された ビデオを見ながら R u b ri c に 従 っ て 各個人の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を評定 して い る｡ 学生 ス タ ッ フ

は､ P A に お い て は評価者とし て 関わ っ て い る｡

研 究 1

研究 1 で は､ わ くわく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ブ の

活動に 3 年間関わ っ て き た学生ス タ ッ フ 1 名 ( 以下､

ス タ ッ フ A と す る) に焦点を当て ､ ス タ ッ フ の長期

的な変化を検討する ｡ こ の ス タ ッ フ A が 3 年間 の 活

動で ､ 子 どもや ス タ ッ フ ､ 活動 に 対して 注目した こと

や感 じた こと､ 考 えた ことが どの よう に変化した の か

を明らか に するため に ､ 各活動後に記録と して残 して

きた感想を分析対象と し､ 活動時期に おける記述内容

の変化を検討する｡

方 法

1) 活動期間の 区分

3 年間の 活動を 8 つ の ク ラ ス に分けた ( T a b l e l) 0

以 下､ ク ラ ス を表現する ときに は､ T a b l e l で の 略称

を使用する こととする｡

2) ス タ ッ フ A に つ い て

①活動期間

200 4 年度か ら 200 6 年度ま で活動 に参加した｡ 20 0 4

年度は学部 4 年生､ 2 0 0 5 年度 は大学院 1 年生 ､
2 0 0 6

年度は大学院 2 年生で あ っ た｡

②参加 した活動回

o 4 春 : 8 回/ 全 8 回､ 0 4 秋 : 6 回/ 全 6 回､ 0 4 冬 :

3 回/ 全 3 回
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康岡秀
一

･ 中西良文 ･ 秋山美和 ･ 横矢祥代 ･ 伊藤由恵 ･ 東 由華 ･ 虞岡雅子

T a bl e l 活動区分の 8 ク ラ ス

年度 と ク ラ ス 略称 活動回数 活動期間

①

②

⑨

2 0 0 4 年度

春ク ラ ス 0 4 春 全 8 回 2 0 0 4 ,
/
0 4 / 1 0 - 2 0 0 4 /

/
0 7 / 2 4

秋ク ラ ス 0 4 秋 全 6 回 2 0 0 4 / 0 9 / 1 8 - 2 0 0 4 / l 2 / 0 4

冬ク ラ ス o 4 冬 全 3 回 2 0 0 5/ 0 2 / 0 5 - 2 0 0 5 / 0 3/ 1 2

④

⑤

⑥

2 0 0 5 年度

春ク ラ ス o 5 春 全 6 回 2 0 0 5 / 0 5 / 0 7 - 2 0 0 5 / 0 7/ 1 6

秋ク ラ ス 0 5 秋 全 6 回 2 0 0 5 / 0 9 / l 7 - 2 0 0 5/
'

1 2 / 0 3

冬ク ラ ス 0 5 冬 全 3 回 2 0 0 6 / 0 2 ′/
′

1 1 - 2 0 0 6
/

/ 0 3/ 1 8

⑦

⑧
2 0 0 6 年度

春ク ラ ス 0 6 春 全 6 回 2 0 0 6/ 0 5/
'

2 0 - 2 0 0 6/ 0 7/ 2 2

秋ク ラ ス 0 6 秋 全 6 回 2 0 0 6 ′′
′
′
′′0 9 /.
/
3 0 - 2 0 0 6

′

/ l l
.

′

′

′
′

2 5

0 5 春 : 5 回/ 全 6 回､ 0 5 秋 : 6 回/ 全 6 回､ 0 5 冬 :

3 回/ 全 3 回

0 6 春 : 4 回/ 全 6 回､ 0 6 秋 : 6 回/ 全 6 回

③ スタ ッ フ A の 役割

o 6 春以外､ グ ル ー プ ス タ ッ フを担当した｡ 毎 ク ラ

ス に お い て 1 - 2 回 は授業者を担当した ｡ 05 春 から､

ス タ ッ フ 集団の リ ー ダ ー と な っ た｡ 進路と して 教員を

志望して い たため ､
0 6 春 に つ い て は ､ 教員採用試験

の 準備を行 っ て おり､ 活動 に 深く関わる ことが で きな

か っ た｡

3) 感想の 分類手続き

①分析対象とな っ た感想

各活動終了か ら 2 日以内に ､ e-1 e a r n i n g シ ス テ ム の

M o o d l e や メ ー リ ン グ リ ス トに感想を投稿する こ とと

な っ て い たた め､ そ こ に 投稿された ス タ ッ フ A の 感

想を分析の対象とした｡ ま た､
一 連 の ク ラ ス が終わ っ

た後 に は､ ク ラ ス を ふり返るため の感想も投稿す る こ

ととな っ て おり
､
こ の感想に つ い て も分析の対象とし

て扱 っ た｡

②記述量の定義

ス タ ッ フ A が活動 1 回 に書く感想の 長さは約 1 50 0

字 で あ っ た｡ 段落 ごと に おおよ そ ひ と つ の話題に つ い

て記述し て い るた め
､
1 段落を ひ と つ の ま とまりの あ

る記述とみ なした｡ つ まり 1 段落を記述量 1 個と定義

す る ことと した ｡ 0 4 春 か ら 06 秋 ま で の 感想にお ける

記述量は､ 3 2 7 個で あ っ た ｡

③ カ テ ゴ リ

②の 記述を分類するため にカ テ ゴ リを作成した ｡ カ

テ ゴ リは
､
わくわく コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ンク ラ ブの 感想

に ス タ ッ フ が頻繁に取り上げるトピ ッ ク や
､
デ ィ ス カ ッ

シ ョ ンす る トピ ッ ク を考慮しながら ､ 著者の う ち 1 名

( ス タ ッ フ A ) が作成 した ( T a bl e 2) ｡

④分類の手続き

スタ ッ フ A とは別の 学生スタ ッ フ 2 名 ( 大学院生 1

名､ 学部生 1 名) が協議しながら
､
全 3 2 7 偶 の記述を

カテ ゴリ表 ( T a bl e 2) に 従 っ て分類した｡ また､ 1 個の

記述に対して複数のカテ ゴ リ に関する内容が善かれて い

る場合は､ カテ ゴリが重複して もよい こ ととした｡

結果と考察

3 年間の 活動で各ク ラ ス の 記述の 変化を検討す るた

め に ､ ク ラ ス ごと に ､ 各 カ テ ゴ リ の記述量を算出した｡

記述量は､ ひ と つ の クラ ス に つ い て 活動 1 回あたりの

記述量の平均値を用い た｡

1
. 子 どもに関する記述量の変化 (T a ble 3 , Fig u r e l)

子 ども の言動や様子から気づ い た こ とや感じた こと

を表す ｢ 子どもに 対する素朴な理解｣ カ テ ゴ リ に つ い

て の ス タ ッ フ A の 記述量の変化を確認するため ､ ク ラ

ス を独立変数 ､ そ の ク ラ ス の 活動 1 回あたりの 記述量

を従属変数とした 1 要因分散分析を行 っ た｡ そ の 結果､

有意な主効果がみられた ( F ( 7 , 3 7) - 3 .1 2
, p < .0 5) ｡

ク ラ ス 間の差を検討す るため､ 多重比較を行 っ た と こ

ろ
､
0 4 春 と 05 秋 と の 間 に 5 % 水準で 有意差がみ られ

た｡ ｢ 子 ども に対す る素朴な理解｣ カ テ ゴ リ に分類さ

れ た記述は ､ ス タ ッ フ A が子 どもと接 した とき に素

朴に 思 っ た こ とや気づ い た こ とな ど で あ っ た ｡ 2 0 0 4

年度 の春ク ラ ス は活動を開始した時期で あるた め､ ス

タ ッ フ の感想として 素朴な も のが述 べ られる こと は当

然の こ と で あろう ｡
一

方､ わ くわく コ ミ ュ ニ ケ シ ョ ン

ク ラ ブ で は
､
ク ラ ス や年度が変わ っ て も参加を継続す

る子どもが多いため ､ 次第 に参加児童の 特徴を理解す

る こ とが で きる よう になる ｡ ま た ､ 初め て 参加する子

どもに対する対応も
､
活動の 積み重ね に よ っ て次第に

慣れ て くる ｡ そ の た め ､ 活動の 初期以降､ こ れ ら の 記

述が減 っ た と考えられる｡

次 に ､ 子 どもの 言動や様子が変化 した ことを意味す

る ｢ 子 どもの 変化｣ カ テ ゴ リ に つ い て の ス タ ッ フ A

の 記述量の 変化を確認するため に ､ ク ラ スを独立変数､

そ の ク ラ ス の 活動 1 回あたり の 記述量を従属変数とし

たと した 1 要因分散分析を行 っ た｡ そ の結果､ 有意な

主効果はみられなか っ た｡

子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 に対す る評価を意

味する ｢子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン評価｣ カ テ ゴ リ

に つ い て の ス タ ッ フ A の 記述量の変化 を確認する た

め に
､
ク ラ ス を独立変数､ そ の ク ラ ス の活動 1 回あた
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小学生の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力を高めるた めの 実践活動が教育学部の学生に もたらす発達的変化

T abl e 2 記 述分類の た め の カテ ゴ リ表

大力 テ

ゴリ
カ テ ゴ リ とそ の 意味 具 体 例

千
ど

ち
に

関
す

子 どもに対する素朴な理解

子 ど もの 言 動や 様子か ら気づ い た こ と

-

とい う 行動 はお も し ろ い ○

-

とい う と こ ろ に はび つ くり し た○

-

した の を か わ い い と思う o

-

とい う と こ ろ はわ が まま だ な と思う ○

や 感 じた こ と 他の 子 (大人) の こ とを よくみ て い る な と思う ○

子 ど も つ て - な の だ と思 つ た
.

子 ども は - の よう な と き は
- す る

○

子 ど もの変化 ○○が - にな つ た
o

子 どもの 言 動や 様子に つ い て 変化 した ○○が最近 - で す
○

る

記

逮

こ と
- の と きは

. . . だ つ た の に今 は- で す ○

子 ど もの コ ミ ュ ニ ケ -

シ ∃ ン 評価 ○○の - と い う 行動は - で きて い る と い え るo

子 ど もの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行動に 対 - の ス キ ル が あ る o

す る 評価 話を よく聞 けて い る ○

子 ど もに つ い て の 考察 あ の とき ○○が -

して い た の は
- か も しれ な い ○

子 どもの 様子に つ い て ､ 考察 した こ と
○○は - の よう だ つ た o

○○が - と思 つ て しま わ な い か 心 配 で した ○

ス

自分自身 の関わ リ ○○が - して い た の で 叱 つ た / 誉め た ○

自分の 活動中の 言動や子 ども へ の 対応

○○が - して い た の で - と言 つ た o

○○に -
つ て 話 しか け て み た ら -

だ つ た o

○○に -

つ て 言 つ た の で す が ､ 皆 さん な ら どう い い ま す か ?

○○に - して み た の で す が
､
い ま い ち子 ども に は伝わ らな か つ た o

○○ とい う 言葉使い で は ､ 子 どもは わ か らな か つ た か も しれ な い o
夕
ツ

も つ と - とい う ふ う に す れ ば よか つ た
o

フ 自分の 話 し方に も口をむ け た ○
に

関
す

子 どもの 評価を して い た ら自分の 行動 に つ い て も考え た ○

ス タ ッ フ の コ ミ ュ ニ ケ
- シ ∃ ン 評価 △ △ さ ん の

- とい う 言葉を 子 どもは ち や ん と聞い て い た ○
る

記 他 の ス タ ッ フ の コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン 行

動 に 対 す る 評価

△△ さ ん の 司会は - だ つ た の で よか つ た
○

逮 △△ さ ん は もう 少 し -

した ほ う が よか つ た の で ほ な い か と思 つ た ○

△ △ さ ん が
-

を
一 生懸命準備 して くれ た お か げ で う ま く い つ た ○

問題 提起 ( ス タ ッ フ へ の な げか け) も つ と子 どもに -

しま せ ん か ?

ス タ ッ フ へ の 意 見や 問題提起､ 提案 ､

ア ドバ イ ス な ど

- に つ い て 話 し合い ま せ ん か ?

今度は - を 気を つ けて 活動 しま し よ う o

- とい う とき に は
､
も つ と -

とい う こ とを 考え て す る ベ きで は な い か ○

請
動

活動 へ の評価 - は 盛り 上 が つ た
o

各回の 活動 に対 す る評価

- は み ん な 楽 しそ う だ つ た○

- は 子 ど もに と つ て は難 しい ゲ
ー ム だ つ た

○

に - の 活動 は もう 少 し
-

した ほ う が よ か つ た
○

関
す
る

記

逮

- と い う と こ ろ は こ の 活動で 得 られ た こ と で は な い か○

- で き る と こ ろ は こ の 活動 の い い と こ ろ だ○

今後の 提案 . 計画 今回 - だ つ た の で
､
こ れ か ら は - して み ま し よ う

○

活動計画や プ ロ グ ラ ム に つ い て の 提案

- の よ う な ゲ
ー

ム が し た い . しよ う と思 うo

○○ ち や ん に は ､ - の よ う な 活動 を す る と い い か も しれ な い ○

･3< 1 個 の 記述 が複数 の カ テ ゴ リ に 含ま れ る こ と もあ っ た
｡

※ 0 0 は 子ども ､ △ △ は ス タ ッ フ を表す｡

りの 記述量を従属変数とした 1 要因分散分析を行 っ た ｡

そ の結果､ 有意な主効果がみられた ( F (7 , 3 7)
- 4 .0 9

,

♪< .o 1) ｡ ク ラ ス 間 の差を検討す るため ､ 多重比較を

行 っ た と こ ろ､ 0 4 春 と 0 6 秋 の 間 に 1 % 水準 で ､ ま た

o5 春 と 06 秋と の 間に 5 % 水準 で有意差がみ られた ｡

つ ま り
､
0 5 秋以降の 記述量 が増加した と考えられる｡

わ く わく コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンク ラ ブ で は
､ 子 ども の コ

ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン能力を高める ことを目的と して 活動

し て おり､ 実際に そ の能力が身に つ い た か どうかを客

観的に把握す る活動も行 っ て きた｡ そ の 方法と して ､

o 5 秋 よ り P A に よ る評価を導入す る こ と とな っ た ｡

こ う い っ た評価を意識的に行う ことが活動後の感想に

反映され たもの と考えられる｡ ま た､ 年度始め の 春ク

ラ ス だけを見る と
､
o 4 春や 05 春 の 記述量が少な い の
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T a bl ¢ 3 子 ど もに 関す る記 述数 に お け る平 均値お よ び 分 散分 析結果

1 年｢1 2 年L_】
3 年口

F 値 P 多 重比 較
0皇j! o 4 秋 0 4 冬 o 5 春 0 5 秋 o 5 冬 o 6 春 0 6 秋

+ ど も に 対す る 素朴+i: Pr!_
解
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l
r
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0
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.
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N
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O
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o
b /k 準 n. ら. 1J

- 息点な し

Fig u r e l ス タ ッ フ A にお け る 子 ど もに 関 す る記 述量 の 変化

に対し､ 0 6 春の 記述量は 多か っ た G 年度 の 始め は､ 0 4

春 の よ う に ｢ 子 ど も に対す る素朴な理解｣ カ テ ゴ リ の

よ うな子どもに対して 率直に感じた こ とを述 べ る に と

どまる と こ ろ だ が
､
P A で 培 っ た 評価 の 視点か生か さ

れ
､
0 6 春は年度始め に もかかわ らず ､ 子 ど も の コ ミ ュ

ニ ケ
-

シ ョ ン 能力与客観的に捉え ようと い う姿勢を持 っ

て い た こ と が 考え られ る D

子 ど も の 様子に つ い て 考察し た こ とを表す ｢ 子ども

の 考察｣ カ テ ゴ リ に つ い て の ス タ ッ フ A の 記述量 の

変化を確認す る た め に . ク ラ ス を独立変数､ そ の ク ラ

ス の 活動 1 同 あ た り の 記述量を従属変数と し た 1 要因

分散分析を行 っ た ｡ そ の 結果､ 有意な｣三効果は みられ

なか っ た ｡

2 . ス タ ッ フ に関する記述量 の変化 ( T ∂bl e 4 , Fi g u r e 2)

自分 の 活動中の 言動や子 ども へ の 対応を表す ｢ 自分

白身の 関わ り｣ カ テ ゴ リ に つ い て の ス タ ッ フ A の 記

述量 の 変化を確認 す る た め に ､ ク ラ ス を独立変数 ,
そ

の ク ラ ス の 活動 1 回 あ た り の 記述最を従属変数とした

ト要因分散分析を行 っ た ｡ そ の 結果､ 有意な主効果は

み られ なか っ た t, た だ し ､
o 6 春は そ の 前後よ りも記

述量が少な い様+ か見られた c 先述した よう に ､ ス タ I
t

/

フ A は 06 春 ご ろ就職活動を行 っ て い た た め ､ 活動日

体に深く関わる こ と か で童ず ､ + ども と接す る機会か

多い グ ル ー プ ス タ ッ フ か ら外れ て い た た め ､ 言己述量が

減少した も の と思 われ るo

他 の ス タ ッ フ の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 行動 に 対す る評

T a bl e 4 ス タ L

L' 7 に関す る 記 述教 に おrl る平 均値お よ び分 散分 析結果

L 咋tl
'
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小学生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能ノ｣ を高め る た め の 実践活動が 教育学部 の 草生に も た らす発達的変化

Fi g u r e 2 ス タ ッ フ A にお ける ス タ ッ フ に 関す る 記 述量 の 変化

価を表す ｢ ス タ ･

ソ 7 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン評価｣ カ テ

ゴ リ に つ い て の ス タ ･

y フ A の 記述量 の 変化を確認す

る た め に
,
ク ラ ス を独i7_ 変数､

そ の ク ラ ス の 活動 1 回

あたりの記述量を従属変数とした 1 要因分散分析を行 っ

た｡ そ の 結果､ 有意な主効果が み られ た ( F (7 , 3 7) -

2 . 7 0
, ♪< .0 5) ｡ そ こ で ､ ク ラ ス 間 の 差を検討す る た め ､

多重比較を行 っ た と こ ろ ､
0 4 春 と 0 5 秋 の 間に 5 % 水

準で 有意差 かみ られ た o ｢ + ど も の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 評価｣ カ テ ゴ リ に も同様の 結果か得られたが ､
こ れ

は
,
0 5 秋に P A の 評価方法を導入 し た こ とか記述量

の増加した 要因と考え られ るo 子 ど も の コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ン 行動を評定す る た め の R u b ri c に は ､ 評定 の 規

準や 行動が 明確に され て い る｡ そ の た め ､
ス タ ッ フ の

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 行動 に つ い て 強く意識する よ う に

1j: り ､ 感想を述 べ る際 に､ 他 の ス タ ッ フ の コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ン の 取り方に 言及する機会か増え た と い う こ と も

考え られ る｡

ス タ ッ フ へ の 意見 や 問題提起､ 提案､ ア ドバ イ ス な

どを表す ｢ 問題提起｣ カ テ ゴ リ に つ い て の ス タ ッ フ A

の 記述星 の 変化を確認す るた め に ､ ク ラ ス を独立変数,

そ の ク ラ ス の 活動 1 回 あ た りの 記述量を従属変数とし

た 1 要田分散分析を行 っ た 結果､ 有意な主効果はみ ら

れな か っ た
｡

以 上 の 結果か ら ､ ｢ ス タ ッ フ の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

評価｣ カ テ ゴ リ の 記述量は 0 5 秋以降の ク ラ ス で 多く ､

さ ら に 有意差はみ られなか っ た も の の ｢ 自分自身の関

わ り｣ カ テ ゴ リ お よ び ｢ 問題提起｣ カ テ ゴ リ も 2 00 5

年度 の 記述量が 多か っ た ｡ 特 に ､
｢ 問題提起｣ カ テ ゴ

リ に つ い て は､ 2 0 0 4 年度に は 全く記述がな い の に対し,

2 0 0 5 年度以降に は 記述が現れ る よう に な っ た o こ れ は ､

ス タ ッ フ A か 20 0 5 年度よ り ス タ ッ 7 の り
- ダーを担 っ

て い 1= こ と が
一

因 として 考え られる o I)
-

ダ
- と し て

の 役割を果たす ため に ､ 他 の ス タ ッ フ の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 に対す る評価､ 他 の ス タ ッ フ へ の ア ド バ イ

ス ･ フ ォ ロ
ー な どを感想と して 述 べ る必要が生まれ､

そ の た め ､ リ ーダ
ー

と な っ た 2 0 0 5 年 か ら記述量か増

え たと考えられ るo そ の よう に考え る ならば, リ
ー ダ ー

と し て の 役割や 責任を果た そ うとす る こ と は , 他の ス

タ ッ フ に 対する記述 の 増加をもたらし､ こ れ は ス タ ッ

フ A に と っ て
､
そ れ ま で に無か っ た視点か ら活動に つ

い て 考え る契機に な っ た と考え られ る ｡

3 . 活動 に 関する記 述量 の 変化 ( T a b l e 5 , F ig u r e 3)

各回 の 活動に対す る評価を表す｢ 活動の 評価｣ カ テ ゴ

リ に つ い て の ス タ ッ フ A の 記述量 の 変化 を確認す る

た め に
,
ク ラ ス を独7f .変数､ そ の ク ラ ス の 活動 1 回あ

丁∂b le 5 活動 に 関 す る 記 述 数 に お け る平均値お よ び 分 散分析結果

n ふ Fl' 点差f E{ し
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Fig u r e 3 ス タ ッ フ A にお け る活動 に関す る記 述量 の 変化

た り の 記述量を従鶴変数とし た 1 要田分散分析を行 っ

た
E, そ の 結果､ 有意な主効果は み られ なか っ たo

活動計画やプ ロ グ ラ ム に つ い て の 提案を表す ｢ 今後

の 提案 ･ 計画｣ カ テ ゴ リ に つ い て の ス タ ッ フ A の 記

述量 の 変化を確認する た め に
､
ク ラ ス を独立変数､ そ

の ク ラ ス の活動 1 回あ た り の 記述量 を従属変数とし た

1 要因分散分析を行 っ た ｡ そ の結果
､ 有意な 主効果は

み られなか っ たo

しか し
､
0 4 春か ら 0 5 呑ま で は記述が ほと ん どな か っ

た の に 射し ､
0 5 軟 か ら 0 6 呑ま で記述が見られ る よう

に な っ て い る o 先述 の通 り ､
0 5 秋 は P A の 開発時期

で ある o P A の 開発 に お い て は ､ 作成し た R u b ri c ( 秤

定規準) の 問題点や不適切な部分を修正する だ け で は

なく
､
T a s k ( プ ロ グ ラ ム) もより適切な評定がで 去

る よ う に改善を行う ｡ そ の た め､ 以下 の 記述 に 見 られ

る よ う に
､
P A と い う観点か ら活動 を提案す る と い う

記述が現れ た と考えられ る o

【ス タ ッ 7 A に よ る 2 0 0 5 年度秋ク ラ ス 第6 回 の 感想

よ り】

今後ル
ー ブ リ ッ ク を作るとき に は､ リ ー ダ ー

シ ッ

プ の取り方なんかも評定で きるようなもの を作る の も

おもしろ い かも ､
と 思 いま したo そ し て ､

そ う い う パ

フ ォ
ー マ ン ス と メ ン テ ナ ン ス の バ ラ ン ス をうまくとる

ようなタ ス クを開発する ことも必要な段階に な っ てき

た の かな､ と考え て ました D

こ の よ う に P A の 導入が ､ タ ス ク の 改善 と い う観点

を生みl
L

r
'

, し ､ プ ロ グ ラ ム をよりよ い もの に 改善し て い

こ う と い う姿勢か Ft
'

. ま れ た の で は な い かと 考え ら れ る ｡

4
. 研究 1 の ま とめ

以上 の よ う に ｢ 1 . 子 どもに関する記述｣ ､ ｢2 .
ス タ ッ

フ に関す る記述｣ ､ ｢ 3 . 活 動 に対す る記述｣ に お い て ､

記述量に 変化が み られ た の は ､ 新年度の ス タ ッ フ の 入

れ替わり や ､ リ
ー ダ ー の よ う な大きな役割が 任され る

[j: どの 活動環境 の 変化 ,
P A と い っ た 評定方法 の 導入 ､

活動経験 の 期間の 長さ に よ る慣れな ど､ そ の 時期に取

り上 げ られる課題が関係してく る こ とか示唆され る結

果とな っ たo

研 究 2

研究 1 で は 1 名 の ス タ ッ フ に 作目し､ 3 年間 の活動

に対す る感想の変化か ら､ そ の 背景に あ る学LtL_
の 発達

的な変化に つ い て検討を行 っ た o 一方 で半生は､ 白身

の 発達的変化を何らか の 形 で従え て い る は ず で あ る ｡

そ こ で
､ 研究 2 で ほ ､ わ くわく コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン ク

ラ フi ニ関わる学生 が ど の よう に 自分の 変化 を捉え て い

る か を検討す る た め ､
ス タ ッ フ A を含む学生 ス タ ッ

フ に 自 ら の変化に つ い て 自由記述で問い ､ そ の 回答を

分析し検討す る ｡ さ ら に
､
そ の 捉え方が ス タ ッ フ の 活

動期間の遠い に よ っ て 異7
L

i る か に つ い て も検討を行う｡

方 法

1) 対象者

わ くわく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ブ に参加した 学生

ス タ L

y フ 7 Y . ( ス タ ッ フ A を 含む : T a bl e 6 ) o ど の

'

?
I

: 生 も グ ル - ブ ス タ ッ プ や 授業者､ p A の 評定を経験

して い た
｡
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小学生の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力を高めるため の 実践活動が教育学部の 学生 に もた らす発達的変化

T ab l e 6 ス タ ッ フ の 学年 と活動経験

ス タ ッ フ 学年 活動経験 活動に つ い て P A に つ い て

A ※ 大学院 2 年生 3 年目

2 0 0 6 年 度 の 活 動 や

p A の 開発 に 関 わ つ て お り､ P A 評定 も経験 した○

ち 学部 3 年生 1 年目

p A 評定 を経験 し たoC 学部 3 年生 1 年目 ミ
ー テ ィ ン グに ほ と

D 学部 3 年生 1 年目 ん ど参加 して お り ､

グル
ー プ ス タ ッ フ やE 学部 4 年生 2 年目

p A の 開発 に 関 わ つ て おり､ P A 評定 も経験 したoF

G

学部 4 年生

大学院 2 年生

2 年目

2 年目

授業者を経験 した o

※ 研究 1 の 対象 とな っ た ス タ ッ フ

2) 手続き 著者の う ち 1 名が ､ 回答依頼､ お よび質

問項目を M o o d l e に 投稿 し､ M o o dl e に 登録し て い る

ス タ ッ フ全員に メ
ー

ル 配信した｡ 質問に 対する回答は､

M o o d l e 上 に投稿す るか､ 著者宛て に メ
ー

ル で 送信す

るか どちらか の 方法を対象者が選択した ｡ 質問項目は､

以下 に記載する 3 項目 で あり､ 自由記述で 回答を求め

た ｡ こ れ は､ 研究 1 で 用 い た分類カ テ ゴ リをもと に著

者のう ち 1 名が設定した｡ 各質問項目に は､ それ ぞ れ

回答の例を示した｡

①今ま で の わくわく コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンク ラ ブ で の活

動を通して 子どもを見る目に変化はあ っ た か｡ ま た

子ども に対す る素朴な理解はどう変わ っ た か｡

例) か わ い い ､ わ が まま ､
大人をよく見て い る､ な ど

子 ども に対す る見方 ･ 印象 の変化や発見な ど｡

②今ま で の わくわく コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンク ラ ブ で の活

動を通し て子 どもと関わる者 (教育者
･ 支援者等)

とし て の変化や学習はあ っ た か｡

例) 子 どもの遊び に入 っ て い けるよう に な っ た､ 会話

が続けられるよう に な っ た､ ほ め られるよう に な っ

た
､ 叱る こ とが で きるよう に な っ た､ 子 どもと同じ

視線で 関わるよう に な っ た､ な ど｡

③今ま で の わくわく コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ク ラ ブで の 活

動を通し て 自分自身の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に つ い て

の 理解と行動に変化や学習はあ っ た か｡

例) 自分 の表情を コ ン ト ロ
ー ル す るよう に な っ た､ 自

分も コ ツ ( ※1) を使う よう に 意識す る機会が で き

た
､
ミ

ー

テ ィ ン グな どで 発言で きるよう に な っ た な

ど｡

※ l) わく わ く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ブの 活動日一に ､ 他 者

と 気持 ち よく コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を す る た め の い く つ か の

ポ イ ン トを子 どもに 提示 し､ そ れ ら を ｢ コ ツ｣ と 呼ん で い

る ｡ コ ツ に は ｢ あ い さ つ の コ ツ｣ ､ ｢ 話す と き の コ ツ｣ ､ ｢ 聞

く と きの コ ツ｣ ､ ｢束貞み 方の コ ツ｣ ､ ｢ 断り 方の コ ツ｣ が あ る ｡

3) 実施期間 20 0 6 年 1 2 月 3 日 - 5 日

20 0 6 年度秋ク ラ ス終了直後に ､
ス タ ッ フ に依頼 し

た ｡

結果と考察

1 . 子 どもを見る目 ･ 子 どもに対する素朴な理解の変

化に つ い て (T a bl e 7)

子 どもを見る自分の 目や子 どもに対す る素朴な理解

が変化したと感じる こと に つ い て ､ 活動経験の期間が

異なる学生の記述を比較したと ころ､ 活動経験が 1 年

目 の ス タ ッ フ の記述の特徴は､ 子 ども観が複雑に な っ

た と い う こ とや
､ 子 どもに 関して 気づ い た こ と

･ 思 っ

た こ とを率直 に記述 して い ると い う こ と で あ っ た ｡

p A に つ い て は
､ 評定者と して 関わ っ て い たが ､

そ れ

に 関す る記述は見出されなか っ た｡

一

方 ､ 活動経験 2 年目の ス タ ッ フ の特徴は ､ 子 ども

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行動を P A の 評定規準に照ら し

合わせ て評価するような記述が見られたり､ 子 ども の

成長や変化に気づ い たと い う記述が見られ ､ 子 ども の

行動を社会的ス キ ル と い う抽象的な視点や ､ 発達的な

視点から捉えようと して い る こ とが明らかとな っ た｡

【ス タ ッ フ G に よ る 200 5 年度 1 年間の 感想より】

結果的に ､ こ の 新しい 評価方法は使えるなと思 っ た

と ともに ､
R u b ric 作成や評定に 関わ る中で ､ ス タ ッ

フ の子どもを見る視点が共通したもの にな っ て い っ た

こ とが とても良か っ たと思 い ました ｡ 評定と は関係の

ない 場面で も､ ｢ あ､ 今 の 断り方は レ ベ ル
- だ な あ｣

なんて感じられる こ と っ て大切だなと思 い ます｡ ま た､

ビデ オ ( ※2) を何度も繰り返し見る こと で ､ 普段 の

活動では見落と して い た子どもの 良い と こ ろや つ まず

き に 気づく辛がかり にな っ た と思 います｡

※ 2) 活動 中の ( ど も の 様 子を ビデ オ に 掘影 し､ 活動 後 ビデ

オ を 再生 しな か ら評定を行 っ た ｡

ま た､ 活動経験が 3 年目の ス タ ッ フも2 年目の ス タ ッ

フ と同様に ､ 子 ども の 話を聞く姿勢に対し て ､ ｢ 聞 い

て い ない よう に見えたが聞い て い た｣ と､ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動 に 対して ､
P A の 枠組み で子 どもを捉え よ

うと して い る様子がうかがわれた ｡

以上 の 結果か ら､ ま ず子どもとの 関わ りを経験する
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康岡秀
一
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T abl e 7 子 ど もを 見る 目 ･ 子 ども観 の変化に つ い て の 自由記 述

活動

経験
自 由 記 述

1

年

･ 子 ども観 か複雑 に な つ た○ 子 ども は そ れ ぞ れ 全く 違う と い う こ と を実感 したo ( ス タ ッ フ B , D )

･

元 気の よ さ､ 話を 聞か な い こ と ､ 他者 の 気持ち を 考え て 発言 して い な い こ と に 驚い た○ ( ス タ ッ フ C )

･ ほ ん の ち よ つ と の 言 葉や 対応 で 自信を持 つ た り ､ い じけ て し ま つ た り と､ 子 どもの 反応 は大人の 対応 の 結果 だ と わ

目 か つ た の で
､

一

つ ひ と つ の 言葉 が け に 気に か け た○ ( ス タ ッ フ C )

･ 子ども は学生 の こ と を細 か い と こ ろ ま で よく見て い る と い う こ と を感 じた○ ( ス タ ッ フ D )

2

年

=

･ p A の 評定 を通 して ､ 子 どもた ち の ス キ ル に 気づ く 目が 持て た○ ( ス タ ッ フ E)

･ 子 どもが 働 き か け に よ つ て こ ん な に 変化す る と は思 つ て い な か つ た○ ( ス タ ッ フ F)

･ 初 め の 頃 は小学 生 は こ ん な に 子ど もな ん だ と い う 印象 だ つ た が､ 活動 を 重ね る ご と に､ 学年 に よ る 子 ども の 違 い を

感 じ､ 人 は成長す るff7_ き物 な の だ と い う こ とか わ か つ た
○
( ス タ ッ フ G )

･ それ ぞ れ の f - ど も に は得意 な こ と不得意 な こ と が あり
､
そ の 表出の 仕方 な ど に も個性が あ る こ と を改 め て 感 じ た○

( ス タ ッ フ G )

3

午

･ 人の 話を 聞い て い な い ふ う に見え て い たか 案外人 の 話 を聞 けて い る と い う こ と が わか つ た○ ( ス タ ッ フ A )

･ ｢ 子 どもの 評価 は率直だ｣ と改め て 思 つ た
○ 興味 が な い も の と興味が あ る こ と､ 理 解 し た こ と と理 解 して い な い こ

目
とな どは 大人 よ り も は つ き り と伝わ る と改 めて 思 つ た

○ ( ス タ ッ フ A )

こ と に よ っ て
､ 子 ど も に対す る見方に つ い て 何らか の

変化が生じる ことが見出された ｡ しか し､ そ こ で の変

化は
､ 経験年数に よ っ て ､

そ の 客観性の レベ ル が異な

る ことが示唆された ｡

こ れ は
､ 研究 1 に お い て ｢ 子ども に対する素朴な理

解｣ カ テ ゴ リ の 記述がク ラ ス を経る ほ ど減少 した の に

対し､ ｢ 子 どもの変化｣ カ テ ゴ リや ｢ 子ども の コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン 評価｣ カ テ ゴ リ の 記述量は増加 したと い

う結果と類似するもの で ある｡ さ ら に研究 1 の ｢ 子 ど

もの コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン評価｣ に つ い て ､ P A を導入

した ことが記述量の増加に影響 したと い う結果とも対

応する結果で あると言える ｡ 特 に ､ P A の 開発 に 関わ

る こと に よ っ て子 ども の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を客

観的に捉えようと い う視点が獲得される様子がみられ

たが､ こ れ は 1 年目の ス タ ッ フ に は見られなか っ た｡

こ の こ とから
､
た と え P A を通して 社会的ス キ ル と い

う心理学的な抽象的な視点が与えられ て も､ そ れを自

ら の視点とし て獲得す る に は､ 実践を経験す る必要が

あると いう こ とが示唆される｡

2
. 子 どもと関わる者 (教育者 ･ 支援者等) として の

変化につ い て (T a ble 8)

子 どもと関わる者として 自らが変化した と感じる こ

と に つ い て ､ 活動経験の 期間が異なる学生の 記述を比

較したと こ ろ､ 活動経験の 長短に かか わらず ､ ｢ 子 ど

もを ほめられるよう にな っ た ･ 注意する ことが で きる

よう に な っ た｣ や ､ ｢ 子 ども の 前 で 自信を持 っ て ､ 話

す こ とが で きるよう に な っ た｣ ､ ｢ 子 ども の 反応を待 つ

姿勢が持て るよう に な っ た｣ と い っ た子どもと の 直接

的な関わりに お ける変化と
､
｢ 他 の ス タ ッ フ の 子 ども

へ の対応を見聞きし て学んだ｣ ､ ｢ 子 ども へ の対応を他

の ス タ ッ フ か ら指摘され て勉強に な っ た｣ と い っ た他

の ス タ ッ フ との 関わり に おける変化に関する記述が見

られた ｡

前者 に 関して は､ ｢ 子 どもの 前 で話す｣ と い うよう

な直接的な経験を重ねる こ と に よ っ て ､ 子 どもと の 関

わり方や支援 ･ 教育の 仕方を獲得で きる よう になる こ

とを実感する こ とが で きたと考えられる ｡
一

方 ､ 後者

に関して は ､ 他の ス タ ッ フ の 対応を見た り､ 指摘や ア

ドバ イ ス を受 けたりする こと によ っ て ､ 自分の 支援者

と して の 技術や態度をス タ ッ フ同士が相互 に学んだと

い う記述も多か っ た｡ 後者 に 関する効果は､ 同じよう

な立場の人間が活動の理念や目的を共有 し､ 協力し て

活動 して 初め て獲得で きる こと で あると言えよう｡

3
. 自分自身の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 変化に つ い て

(T a ble 9)

自分 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が変化 したと感じる こ と

に つ い て
､ 活動経験の期間が異なる学生 の記述を比較

したと こ ろ､ 活動経験に かかわ らず ､ ｢ 普段か ら上手

な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を行うため の コ ツ を意識す るよ

う に な っ た｣ と い う記述が多くみ られ た｡ こ の コ ツ を

子どもに繰り返し伝え る こ と に よ っ て ､ 自身が コ ツ を

熟知する こ とが で き､ ま た ､
そ の 使用を意識する よう

に な っ た と考え られる ｡ こ の こ と に よ っ て ､ 活動中の

子どもとの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが 上達した と感じるだ

けで なく､ ミ
ー

テ ィ ン グで の デ ィ ス カ ッ シ ョ ンや他の

ス タ ッ フ と の やりとりで も気持ちの よい コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 心が け､ さ ら に は ､ 日常で も心が ける よう に

な っ た と考えられる｡

こ の よ うな結果から､ 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

能力を支援するような教育実践に は､ 実践者自身の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行動を向上 さ せ る効果がある ことが

明らか に な っ た｡
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小学生の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を高めるため の 実践活動が教育学部の 学生 にもたらす発達的変化

T a bl e 8 子 ども と関わ る者 (教育者 ･ 支援 者) と して の 変化 に つ い て の 自由記述

活動

経験
白 由 記 述

1

年

目

･ 子 ど もの 前 に立 つ て ､ 注目 を集 め た りす る こ とが で き る よ う に な つ た ○ ( ス タ ッ フ B)

･ な る べ く固定 され な い 目で 子 ども を見 る よう に な つ た o ( ス タ ッ フ B)

･ 子 ども を子 ども扱 い しす ぎ な い ほう が よい とス タ ッ フ に 指摘 さ れ て ､ 心 が け る よ う に な つ た o 活動 の LP で だん だ ん

と小学生 へ の 対応 の 仕方 を学ん で きた ○ ( ス タ ッ フ C )

･ 子 ど もを 誉め られ る よう にな つ た ○ ( ス タ ッ フ C )

･ 子 ど も の 意 見を 待 つ こ と を意識 で きる よ う に な つ た○ ( ス タ ッ フ C , D )

･ 漠然 と 見る の で は な く､ 評定を 意識 して 子 どもを見 て い く こ と に慣 れ た ○ ( ス タ ッ フ C )

･ 他 の ス タ ッ フ の 対応を 聞 い て ､ 自分に は な い 視点で 勉強 に な つ た○ ( ス タ ッ フ C )

･ 叱 る こ と が で き る よう に な つ た ○ ( ス タ ッ フ D )

･ 子ど も が学 び や す い 場 とい う もの を 考え る よう にな つ た○ ( ス タ ッ フ D )

･ 子 ど もた ち に わ か り や す い 言葉 が け や話 し方 に 気を 配 る よう に な つ た
o
( ス タ ッ フ D )

2

午

=

･ 他 の ス タ ッ フ の 対応 を 見た り ミ ー テ ィ ン グで 知 つ た り す る こ と で 子 ど も へ の 対応 に バ リ エ ー

シ ョ ン が で き た
○
( ス

ク ツ フ E )

･ 子 ども に は つ き り と 注意す る こ と が で き る よう に な つ た ○ ( ス タ ッ フ F )

･ こ ども に 話 しか け る こ と が で き る よう に な つ た○ ( ス タ ッ フ F)

･ 他の ス タ ッ フ の 資 か ら､ 小学生 の 目線 に 立 つ た関わ り 方を 学習 し た○ ( ス タ ッ フ G )

3

年

‖

･ 授業を す る自信 が つ き ､ 子 ど も の 前 に 立 つ て もあ わ て る こ とが な く な つ た○ ( ス タ ッ フ A )

･ 子 どもを ｢ 待 つ 姿勢｣ が で き る よう に な つ た ○ ( ス タ ッ フ A )

･ -i
-

どもを 誉め る こ と が で き る よう に な つ た ○ ( ス タ ッ フ A )

T a b( e 9 自分自身の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 変化や 学習 に つ い て の 自由記述

活動

経験
自 由 記 述

1

･ ｢ 聞き方 の コ ツ｣ ｢ あ い さ つ の コ ツ｣ な どを 意識し て 行う よ う にな つ た
o
( ス タ ッ フ B

,
C )

･ 子 ど もの 前 に 立 つ こ と で ､ 以前 よ りず つ と 表情が 砕 け て 明る い 感 じ に な り
､
コ ミ ュ ニ カ テ ィ ブ に な つ た

○
( ス タ ツ

フ B)

･ 子 ど もの 良い と こ ろ を 見つ け よう と した り ､ どん な子 どもの 反応 に も答え る よ う と して い た か ら か､ 物事 の 見方が

年

‖

柔軟 に な つ た ○ ( ス タ ッ フ C )

･ わ く コ ミ の 活動 で 子 どもた ち に伝え て い る 内容は
､
少 し意識す る だ け で も普段 の コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン が 気持ち の い

い もの に な る こ とを 実感 して い る○ ( ス タ ッ フ D )

･ 子 ど もと接 す る こ とを 通 して ､ 自分 とは違 つ た立 場 の 他者 に対す る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に関 し て は､ 言 葉や話 し方

を 考 え て 行 わ な け れ ば な らな い とい う こ とを 感じ た
○ ( ス タ ッ フ D )

2

年

=

･

日常場 面で ｢ 頼み 方｣ ｢ 断り 方｣ な どの コ ツ を意識す る よ う に な つ た
○ ( ス タ ッ フ E , G )

･ シ ェ ア リ ン グを 通 して ､ 話題を 広げ た り 深め た り と い う技 が身 に つ い た o ( ス タ ッ フ E)

･ 前 で 落 ち着 い て ､ 大 きな 声 で 話が で き る よ う に な つ た
○
( ス タ ッ フ F)

･ ミ ー テ ィ ン グ で 発言 で きる よう に な つ た○ ( ス タ ッ フ F)

･ 相手 の 顔が 見え な い ネ ッ ト上 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を丁寧 に す る よう に な つ た
○
( ス タ ッ フ G )

･ 日 常場面で 相手 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 して 注目す る よ う に な つ た
○
( ス タ ッ フ G )

･ 気持 ちの 良 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き る こ と で 誰か に 助 け を 求め や す く な つ た り
､ 援助 を し て もら い や すく な つ

た り と､ た く さ ん の い い こ とが あ る こ とが わ か つ た○ ( ス タ ッ フ G )

3

年

･ シ ェ ア リ ン グ や
､
ミ ー テ ィ ン グで の 話 し合い で ､ グ ル ー プ で の 話 し合 い を進 め る こ と に つ い て は と て も勉強に な つ

た
○ ( ス タ ッ フ A )

･ 自分の 思 つ て い る こ とを 言語化 した り ､ 表情 な どノ ン バ ー バ ル な と こ ろ に 出 した り して い か な い と 人に は 伝わ らな

‖ い と い う こ と が わ か り ､ き ち ん と伝 え る た め の 努力 をす る よ う に な つ た ○ ( ス タ ッ フ A )
･ ｢ 頼み 方｣ や ｢ 断 り 方｣ な どの コ ツ を 意識 し て メ ー

ル を送 つ た りす る よう に な つ た
○ ( ス タ ッ フ A )

総 合 考 察
この 活動を通して ､ 学生 は様 々 な発達的変化を遂げて

い る ことが明らか に な っ た ｡

本研究で は､ 子 ども の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 の支 1 点目は ､ 本活動は大学生ス タ ッ フ が長期的継続的

援を目的と した学生の ボ ラ ン タリ
ー な活動で あるわく に子 どもと関わ るも の で あるが ､

こ う い っ た特徴が彼

わく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ブが学生に ど の よう な変 ら に発達的変化をもたら して い ると い う こと で ある｡

化 をもたらすか を検討 した ｡ 研究 1 ･ 研究 2 の 結果､ 研究 1 ･ 研究 2 の 両方の結果か ら､ 活動 の初期に は子
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康岡秀
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ども に対し て素朴な見方しか で きなか っ た の も の が ､

長期的な関わりに よ り､ 子 ども に対する見方が より精

微に な っ て い く様子が見られ た｡ 研究 2 で は 1 年目の

ス タ ッ フ で も子ども に対す る見方が多様にな っ て い る

と い う記述が見出され て い る た め､ 長期的な関わ り に

よ っ て
､ 子 ども に関す る知識が増えて い く こ と で子ど

も に対する見方が精微に なる ことが考え られ る｡

2 点目は､ 活動に心理学､ 特 に対人 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン に 関する心理学的視点を取り入れ る こ と の効果で あ

る｡ 本研究で の活動で は､ 子 どもに は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン能力を身に つ ける こ とが期待されるととも に ､ ス タ ッ

フ に は子ども同士 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や子 どもと ス

タ ッ フ の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン に つ い て 理解する こ とが

期待され て い る｡ こ の よう な子どもと の 関わり に よる

学生の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン理解 の変化に つ い て ､ 藤 田

(2 0 0 4) は ､ 授業 の
一

環 と し て 女子大生 が幼児と関わ

る観察実習の感想とし て ､
｢ 子 ども観｣ に つ い て の 記

述や
､ 学生 白身の ｢ 子どもと の 関わり方｣ に つ い て自

己評価して い る記述が見られた と いう結果を得て いる｡

こ の よ う に学生 ス タ ッ フ の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に 関す

る様 々 な理解は ､ 単 に子 どもと関わ るだけ で も獲得さ

れる もの な の か も知 れ な い ｡ し か しな が ら ､ 藤 田

(20 0 4) の 研究 で の 結果 に お い て は､ 子 どもの 姿を理

論的に捉え よう とす る記述は見られ なか っ た｡
一

方､

わ く わく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ブ の 活動後の 記述

(研究 2) に は､ 子 ども の言動や様子に 変化が起きた

ことを意味する ｢ 子 どもの 変化｣ や ､
子 ども の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン行動 に対する評価を意味す る ｢ 子どもの

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン評価｣ に関す るもの な ど､ より精

練なも の が多か っ た｡ 子 どもの 発達を適切に 支援する

ため に は､ 子 ども の様子や言動の変化を抽象的に捉え

る ことが重要で ある｡ さ ら に ､ そ の よ うな抽象的な理

解に よ っ て ､
そ こ で の 理解が新たな場面で も用い られ

る (米国学術会議, 20 0 2) ｡ 特 に ､ 教員養成課程に所

属す る学生に と っ て ､ ｢ 子 ども の 変化｣ や ｢ 子 どもの

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 評価｣ に注目で きる能力を養成す

る こ とは重要な こと で あ ろう ｡

と こ ろ で ､ こ の よ うな客観的な視点を獲得す る こと

に大 い に貢献 した の が ､
プ ロ グ ラ ム の 教育効果を客観

的に捉えるため に取り入 れた P A で あ る ｡ こ れ を経験

する こ と に よ っ て ､ 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動

を活動の 中で そ の 規準に従 っ て評定しようとす る視点

が身に つ い た 様子が ､ 研究 1 ･ 2 の 結果から とも に見

られ た ｡ p A で は ､ 子 ども と直接関わ る こ と なく､

｢ 社会的ス キ ル｣ と い う観点から子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動を評価す る こ と に 専念で きる ため､ P A に

よ る評価の 経験は､ 結果的に ｢ 社会的ス キ ル｣ と い う

観点から子どもの 行動を捉えるた め の集中的な ト レ
ー

ニ ン グの役割を果た したと考えられる｡ つ ま り､ コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン行動を評価す る経験は ､ 客観的な視点か

ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行動 に つ い て 考え る こ とや 自ら

の行動の抽象的な理解を促進する と考えられ る｡

さ て
､ 研究 2 か ら､ 活動期間が 1 年目の ス タ ッ フ に

お い て は P A を経験して い る に も関わ らず ､
そ こ で の

評価の枠組みが自ら の もの として 取り入れられ て い な

い こ とが見出され ､ ｢ 社会的ス キ ル｣ と い う抽象的な

観点から子ども の 行動を捉え る ことが で きる よう に な

るた め に は､ 専門的な知識だけ で なく､ ある程度子ど

もと関わる経験的知識が必要とされる こ とが示唆さ れ

た｡

な お､ 研究 2 に お い て ､ 自 らの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の 変化を実感で きた と い う感想が得られ た こ とは ､

｢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン｣ と い う 内容を扱 っ た活動なら

で は の効果で あろう｡

3 点目は ､
ス タ ッ フ が共同しながら活動を行 っ て い

た こ と に 関するもの で あ る｡ 教育実習で は個人で 準備

する ことが多く ､ 仮 に共同で行う場合も､ 授業の 準備

な ど限定された もの に とどまる ことが多い ｡ しか し､

本活動で は ､ 学生 スタ ッ フ が共同して 活動を構築し運

営して い っ た ｡ 研究 2 で は､ こ の よ うな共同活動の 成

果が明らか になり､ 他 の ス タ ッ フ との やりとりの 中で ､

子 ども へ の 対応の 仕方を学んで い く様子が示され て い

る｡ こ の よう に 互 い に学び合う関係がで きる こと によ っ

て
､
同 じ活動を単独で行うよりも､ 多く の こ とを他者

から学習する こ とが で きると言え よ う｡

以上 の こ とか ら､ わくわく コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ク ラ

ブと い う心理学を活用 した教育実践ボラ ン テ ィ ア活動

は
､ 関わる学生に と っ て 様 々 な教育的効果をもたらす

こと が明らか に な っ た ｡ そ し て そ れ は､ 文部科学省

(20 0 5) が掲げる ｢ 総合的な人間力｣ の 多くと合致す

るもの で あると言えよう ｡

近年､ 教師を志望する学生に つ い て ､
現場 で の 実践

経験の少なさが課題とされ て おり､ 特 に教育現場で は､

子 どもだ けで なく他の 教師や保護者 ､ 地域関係者との

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が成立する教師が求められ て い る｡

しか し
､
現実に は ､

教育実習の経験の み で あまり子ど

もとは関わらな い ま ま教師に な っ た り､ ボ ラ ン テ ィ ア

活動等で 子どもと接す る機会を持ちなが らも､ そ こ で

身 に つ けた こ とを抽象的に 理解しな いまま教師に な っ

て しまう学生 も少なくな い ｡

こ の ような状況の 中で ､ 従来 の教育実習とは異なる

特徴を持 っ た わ くわく コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンク ラ ブ の よ

うな教育実践は､ 教育目標の 設定に始まり､ 目標を達

成するため の具体的な企画や 工夫の考案､ そ の 実践 ､

実践後の ス タ ッ フ同士 の フ ィ
ー ド バ ッ ク に よる子ども

の変化の気づ きやプ ロ グ ラ ム の 改善な どを行 っ て い る｡
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小学生の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力を高めるための 実践活動が教育学部の 学生 に もたらす発達的変化

こ の よう な経験をする こと に よ っ て ､ 教育支援者とし

て 自己 の成長を促し､ 子 どもの変化や課題を捉える力､

他の ス タ ッ フ ( 同僚) と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力な

ど､ 教育現場で本当に 必要とされる力を習得で きる の

で ある｡ 本活動の よう に ､
心 理学的な理論を ベ

ー

ス に

した 教育実践ボラ ン テ ィ ア 活動は､ 教員養成課程の学

生教育に新たな展開をもた らす もの となるだろう｡

引用文献

米国学術会議 2 0 0 2 授 業を 変え る : 認知心 理 学の さ ら な る

挑戦 森敏昭 ･ 秋 田 喜代美 (監 訳) 北 大路出版 ( N a ti o n al

r e s e a r c h c o u n cil 2 0 0 0 H o w p e o p le l e a r n : B r a in , m in d
,

e x p e ri e n c e a n d s c h o o l .)

藤田 文 1 9 9 9 ｢ 幼 児の 観察実習｣ が 女子短 大生 の f ･ ど も観

に お よぼ す影響 大分県立文化短期大学研究紀要, 3 7 , 7 9 -

8 6
.

藤田 文 2 0 0 0 ｢ 幼 児の 観察実習｣ が 女 { 短 大/1 :_
の √･ ど も観

に お よ ぽ す 影響 大分県立 芸術短 期人学研究紀要, 3 8 ,

1 0 9 - 1 1 8 .

藤田 文 2 0 0 4 子ど も と 大学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ー コ

ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ス キ ル に 関す る 認 識の 変化を rI1 心 に -

大分県立 芸術短期大学研究紀要, 4 2 , 1 1 7 - 1 2 9 .

贋岡秀 一
･ 小川 一 美 ･ 元吉忠寛 2 0 0 0 ク リテ ィ カ ル シ ン キ

ン グ に 対す る志向性 の 測定 に 関す る探索的研究 三 重大学

教育学部研究紀要 (教 育科学) , 51 , 1 6 1 - 1 7 3 .

康 岡秀 一
･ 元吉忠寛 ･ 小川 一 美 ･ 斎藤和志 2 0 0 1 ク リテ ィ

カ ル シ ン キ ン グ に 対す る志向性の 測定 に 関す る 探索的研究

( 2)
_
三重大学教育実践総合セ ン タ

ー

紀要, 21 , 93 - 10 2 .

贋 岡秀 一
･ 中西良文 ･ 贋 岡雅子 ･ 後藤淳子 ･ 横矢規 ･ 矢神祥

代 ･ 福 田真知 2 0 05 a 小学 生の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン カを

高 め る 教育実践 三重大学教育学部研究紀要 ( 教育科学) ,

5 6 , 3 1 7 - 3 3 2 .

贋 岡秀
一
･ 中西良文 ･ 腐 岡雅子 ･ 後藤淳子 ･ 横矢規 ･ 矢神 祥

代 ･ 福 田 真知 2 0 0 5 b 小 学生 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン カを

高 め る教育実践 ( 2) 三 重大学教育実践総合セ ン タ
ー 紀要,

2 5 , 3 7 - 4 5 .

贋 岡秀 一
･ 中西良文 ･ 鷹 岡雅子 ･ 横矢祥代 ･ 福田 貞知 ･ 秋山

美和 ･ 伊藤 由意 20 0 6 a 小 学生 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン カ

を高 め る 教育実践 (3) 三 重大学教育学部研究紀要 (教 育

科学) , 5 7 , 1 0 1 - 1 1 0 .

虞 岡秀 一
･ 中西良文 ･ 腐 岡雅子 ･ 横矢祥代 ･ 福田 真知 ･ 秋l_

Jl

美和 ･ 伊藤由意 ･ 小倉 明子 2 0 0 6 b /ト学生 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 に対 す る P e rfb r m a n c e A s s e s s m e n t - 活動 プ ロ

グ ラ ム ( T a sk) と評 価基準 ( R u b ri c) 作成 の 試 み 一

重大学教育実践総合セ ン タ ー

紀 要, 2 6 , 2 5 - 3 3 .

麿 岡秀 一
･ 中西良文 ･ 麿 岡雅 f

-
･ 横矢祥代 ･ 秋山美和 ･ 伊藤

由恵 ･ 東 由華 2 0 0 7 小学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力に

対 す る P e rfb r m a n c e A s s e s s m e n t (2) 一 括動 プ ロ グ ラ ム

( T a sk) と評価基準 ( R u b ri c) の 開発 一 三 重大字数青学

部紀要 (教育科学) , 5 8 , 2 0 3 - 2 1 4 .

文部科学省 2 0 0 5 新 しい 時代の 義務教育を創造す る ( 答申)

中央教育審議会.

吉 田道雄 ･ 佐藤静 - 1 9 9 1 教育実習生 の 児童に 対す る 認知

の 変化 一実習前､ 実 習中､ 実 習後の ｢ 子 ど も観｣ の 変化

日本教育工学雑誌, 1 5 , 9 3 - 9 9 ,

吉 田俊和 1 9 9 7 対人関係力の 低下 が ｢ 社会｣ に もた らす 影

響 ( 討論論文 2 ) 誌 ヒシ ン ポ ジ ウム ｢ 対 人関係の 低下 と

現 代社会｣ 名古屋大学教育学部紀要 ( 心 理 学) , 4 4 , 2 2 -

3 2
.

付 記

本論文 は第 3 著者 が 平成 1 8 年度 に 提 出 し た修__
ヒ学位論文

の 一

部を 利用 して 第 1 著 者が草稿を書 き上 げ た もの を ､ 第 1

著者 の 逝 去 に 伴 い ､ 第 2 著 者以降が加筆 ･ 修正 を行 っ て 提 出

し た もの で あ る｡ 第 1 著 者で あ る 贋岡秀 一 先生 は､ 昨今 の 子

ど もの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力の 未熟 さを 教育に よ っ て 獲得

さ せ る こ との 重要性 を常 に 説い て お られ ､ 病床 に お い て も そ

れ を 熱く語 っ て お ら れ た ｡ 実 際 に ､ ｢ わ く わ く コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ク ラ ブ｣ の 創始 ･ 実践 を 通 して ､
こ の 間題 の 解決 の た

め に 新 しい ア イ デ ア を持 っ て 積極的 に取 り組ん で 来 ら れ た｡

こ の 場を お 借 り し て ､ 虜 岡秀 一 先生 の ご冥福 を お祈 り い た し

ま す
｡
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